
　愛媛県におけるリウマチ専門医療
機関のほとんどが松山市内とその周
辺に集中しており、他地域と比較し
て明らかな医療格差がある。その状
況を改善するために、愛媛大学医学
部附属病院（以下、愛媛大学病院）
膠原病・リウマチ・アレルギー内科
（第一内科）が県内の医療機関と連携
し、リウマチ・膠原病の医療の質の
底上げをめざしたプロジェクトが、
連携名をEURAN（ユーラン：Ehime 
University-associated Rheumatoid 
Arthritis Network）と称する取り組
みだ。
　構想を提唱し、立ち上げた長谷川

先生が語る。
「愛媛大学病院第一内科が県内のいく
つかの医療機関にリウマチ専門医を
派遣している取り組みは、そういっ
た問題解決の一助になってきたと思
いますが、人的資源に限りがあり、
地域の病院の要望には十分応えられ
ていません。
　そこで専門医派遣に加え、信頼で

きる専門医のいる医療機関と連携し
状況改善を加速させようと考え、創
設したのがEURANです。専門医派
遣と専門医のいる医療機関との連携
を２本の柱として、県内のリウマチ
医療を全体的に底上げしていく構想
です。
　事業を（１）患者の相互の紹介、
（２）治験の参加、（３）学会発表、

愛媛大学病院を含めた８施設が、
県内リウマチ医療の質向上に立ち上がる。
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（４）学術講演会の開催など、と定め、
2013年２月に活動を開始しました」
（長谷川先生）
　EURANの参加施設は、 に

記載されている計８施設。放射線第

一病院、山内病院、HITO病院、大洲
記念病院は、愛媛大学病院第一内科
が定期的に専門医を派遣している施
設だ。
　2014年８月現在、リウマチ800例、

膠原病450例がEURANのネットワー
クに乗っており、うち生物学的製剤
適用例は150例に及ぶ。EURANによ
って生物学的製剤を導入した患者に
関しては、年に一度、必ず愛媛大学
病院での評価を受けることとなって
いる。

　EURAN誕生の意義について、各
先生が語る。
「現代の患者さんは情報を多く持って

＊：愛媛大学病院が専門医を派遣している施設
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おり、私が診療する新居浜市でも、
情報収集力と移動手段のある患者さ
んには松山市内のリウマチ専門医を
受診している方も多いです。当院に
受診している患者さんたちの多くは
地元での受診を選んだ方と思って間
違いないようです。
　そう考えると、私たちの地域に対
するリウマチの標準医療を提供する
使命はより重くなるわけですが、難
治症例や重度合併症の事例を強力に
バックアップしてくれる愛媛大学病
院との連携は心強いものです。
　私も含め、県内に多くいるリウマ
チ医療に取り組む整形外科医にとっ
て、内科的な知識や技術は専門内科
医のサポートが何より大事です。そ
の点をシステムにしたEURANの誕
生の意義は、とても大きいと思いま
す」（曽根先生）
「私が医療に取り組む東予地域や南予
地域は、特にリウマチ専門医が少な
く、私たち専門医の使命は大きいと
認識していますが、これまで孤軍奮
闘の自覚が強かったのも事実です。
必要なときに愛媛大学病院の助力が

得られるEURANの誕生は、本当に
ありがたいものでした」（岩政先生）
「私は、2013年１月に宇和島病院の院
長に着任するにあたり、専門として
いるリウマチ医療をいかに展開すべ
きかと悩んでいました。
　そんな折り、着任翌月にEURAN
が生まれてくれたのは福音と言える
ものでした。発足当初から積極的に
活用させていただき、患者さんを多
く紹介していますし、愛媛大学病院
からの逆紹介の患者さんも多く受け
入れさせていただいています」（渡部
先生）

　石﨑先生は、派遣先であるHITO病
院に、2013年、リウマチ外来を開設
した。
「当初は一般内科のメンバーとして週
１回勤務していたのですが、リウマ
チ・膠原病の患者さんの増加を受け
て専門外来とすることを病院側に了
承していただきました。

　リウマチ専門医が常勤していない
同院では、私の不在日に生物学的製
剤に関する感染症などの合併症が出
現した際の対応が問題となります。
その問題は、EURANで解決できま
した。
　一般内科的な対応は、常勤医に申
し送りをする体制を築くとともに、
生物学的製剤の初回投与を愛媛大学
病院で行うことで、緊急時の場合に
大学病院との連携が非常に容易とな
りました」（石﨑先生）
　愛媛大学病院の提供するバックア
ップの特徴について、末盛先生が解
説する。
「当大学の第一内科は血液・免疫・感
染症内科学教室ですので、血液や感
染症も含めたトータルマネジメント
を提供できます。
　たとえば、リウマチの治療中にリ
ンパ増殖性疾患や重症感染症などの
合併症が発症した場合などは、当院
に入院し、各分野の専門家から最適
なアドバイスを得ながら治療方針を
立てられます」（末盛先生）

　EURANは、参加する医療施設の
間に患者の相互紹介の関係を育みつ
つある。
「医療機関の連携に詳しくない患者さ
んは、極論すると、医師とは全国の
全医師同士が完全に意思疎通できて
いるかのような認識をお持ちです。
医師や医療機関が連携することの難
しさなどはご存じないですし、別の
機会に受診した２人の医師が自分の
医療情報を共有しているはずだと思
い込んでいる方も多くいらっしゃい
ます。
　そういった医療は、理想的なかた
ちのひとつに間違いはありません。お話をうかがった皆さん
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EURANを通じて、多くのリウマチ
医の先生方と『顔の見える関係』が
広がり、結果的に患者さんが考えて
いる理想を実現できる感触に対し、
ちょっとした喜びを感じています」
（岩政先生）
「リウマチ医療をより良く発展させる
という観点で見れば、地域にいかに
リウマチ標準医療を届けるかは大切
ですが、先進医療を展開している病
院への負荷をいかに低減させていく
かも、見逃してはいけないポイント
です。
　地域で活動する私たちが愛媛大学
病院などの先生方と『顔の見える関
係』となり、症状の安定した患者さ
んをより多く受け入れることの貢献
度はかなり大きいと実感しています」
（曽根先生）
「このネットワークは、一方通行では
なく、愛媛大学病院からも症状の安
定した患者さんを連携先に逆紹介す
るなどの相互依存の関係となってい
ます。
　また、患者さんの病態が悪化した
際に、まずは近医である連携先の医
療機関を受診できることは、患者さ
んにとっても我々にとっても大きな
メリットがあり、こういった機能を
さらに発展させることで愛媛県全域
に貢献できると考えています」（末盛
先生）
　患者紹介に関しては、現状、参加
施設間での交流がメインになってい
るが、将来的には中核病院からさら
に地域のご開業の先生方との間にま
で伸びた紹介のネットワークとする
構想があたためられている。
「一例として、村上記念病院では、
EURAN立ち上げ以前から地域の医
療機関との間に患者さんの相互紹介
や医療情報の共有があります。
　８つのEURAN参加施設もそれぞ
れに独自の地域医療連携があると思

われます。将来的には、８つの参加
施設が中核病院の役割を担いながら
地域との医療連携を、EURANに取
り込んでいくことになるでしょう」
（岩政先生）

　長谷川先生は、「リウマチ専門医は
地域に積極的に出向いて診察し、患
者啓発すべきだ」との信念を持って
いる。信念にしたがい、放射線第一
病院や大洲記念病院では自ら外来を
担当している。
「『あの病院にはリウマチの専門医が
いる』との情報が口コミで広がり、
これまで体の痛みを我慢していた高
齢者が受診してくれる現象には心か
ら喜びを感じます。
　あるときなどは、初診の患者さん
から『老人会の寄り合いで、友人に
受診をすすめられた』と聞き、患者
啓発活動のヒントを得た思いがしま
した」（長谷川先生）
　通常、病院を中心にした地域医療
連携は、「いかに病院の医師が動かず
にすむか」との発想をベースとして
いるが、長谷川先生の場合は「いか
に病院の医師が動くか」をベースに
足りない点を埋めるかたちで連携を
発想しているのが特色と言えるだろ
う。このユニークな構想の今後の発
展から目が離せない。
　現在は患者紹介を中心に進められ
ているEURANの活動だが、近い将
来、治験や学会発表に注力する局面
が訪れると期待されている。学術講
演会についてはすでに、年２回のペ
ースで実施されている。
　直近の最大の課題は、広報活動と
のこと。患者にも医療機関にも、広
くEURANの存在を知ってもらい、
より良く活用してもらうためだ。渡

部先生が広報の方向性について語っ
てくれた。
「患者さんは、患者友の会に参加し熱
心に勉強するタイプと、そうでない
タイプに大別できると思います。私
は、EURANの存在を広めるにあた
って、その２つのグループを意識し
て広報活動すべきと思っています。
　実際に患者友の会で講演してみる
と、想像どおり反応は良好で、『この
グループにはすぐに認知していただ
けるな』と実感します。
　しかし、もう一方のグループは、
情報に触れる機会も少なく、熱心さ
も低いです。そういった方々への広
報においては、何より地道さが必須
です。日常の診療活動の中で、機会
を見つけて説明をする取り組みをコ
ツコツとつづけているところです」
（渡部先生）

〒792-0017
愛媛県新居浜市若水町１-７-45
TEL：0897-37-2000

〒791-0295
愛媛県東温市志津川
TEL：089-960-5296

〒793-0030
愛媛県西条市大町739
TEL：0897-56-2300

〒798-0053
愛媛県宇和島市賀古町２-１-37
TEL：0895-22-5616
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